
発掘調査

№ 遺跡名 所在地 事業名
開発
面積
（㎡）

調査
面積
（㎡）

調査期間

1
船上城跡　第18地点
（FN18-2）

西新町3丁目17-1他 共同住宅 1454 675
令和3年4月5日

～7月27日

2
天王後遺跡
(TEN1-2)

魚住町西岡字天皇後1643
他

宅地造成 2,323.67 385
令和3年4月7日

～5月31日

3
明石城武家屋敷跡
茶園場町　第2地点
（SA2-2)

茶園場町1766番5 個人住宅 121.88 61
令和3年4月22日

～5月1日

4
明石城武家屋敷跡
大明石町　第43地点
（OA43-2)

大明石町2丁目1323番4 駐車場 113
令和3年4月26日

～7月28日

5
太寺廃寺　第29地点
(TD29-1)

太寺1丁目128番5 個人住宅 256 194
令和3年5月12日

～7月1日

6
八木遺跡　第2地点
（YGⅡ2-2）

大久保町八木字大溝144番
1の一部、144番4の一部、
145番1

宅地造成 1359.74 143
令和3年5月13日

～5月31日

7
太寺廃寺　第29地点
(TD29-2)

太寺1丁目128番1 個人住宅 211 153
令和3年6月1日

～7月1日

8
北出口遺跡　第3地点
(KD3-2)

大久保町松陰山手164番、
165番

共同住宅 1,095.30 6
令和3年6月2日

～6月3日

9
明石城武家屋敷跡
大明石町　第44地点
(OA44-2)

大明石町1丁目5番6、5番7 共同住宅 427.01 301
令和3年6月8日

～

10
太寺廃寺　第29地点
(TD29-3)

太寺1丁目128番8 個人住宅 139.05 136
令和3年6月15日

～7月1日

11
明石城下町町屋跡
本町　第20地点
 (HO20-2)

本町2丁目6-7、6-8、6-9、
6-10他

集合住宅 514.93 285
令和3年6月15日

～

12
明石城武家屋敷跡
西新町　第6地点
（NS6-2）

西新町2丁目3番11～13、3
番28

共同住宅 693.68 274
令和3年6月17日

～7月16日

13
船上城跡　第18地点
（FN18-3）

西新町3丁目17-1他 共同住宅 1432 568
令和3年7月5日

～

14
明石城武家屋敷跡
桜町 第26地点
（SAK26-2)

桜町1039番8、-12、-13、-
14

ビル 193.32 156
令和3年7月9日

～

15
明石城武家屋敷跡
桜町 第27地点
（SAK27-2）

桜町1056-1の一部 保育園 481 170
令和3年7月13日

～8月4日
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太寺遺跡第 29 地点発掘調査概要 
１ 所在地   明石市太寺 1 丁目 128 番 1 他 
２ 開発事業名 個人住宅建設 
３ 調査主体  明石市 
４ 調査担当者 稲原昭嘉 
５ 調査の種別 発掘調査 
６ 調査期間  令和 3 年 5 月 12 日～7 月 1 日 
７ 調査⾯積  約 360 ㎡ 
８ 調査概要 

調査地点は、高家寺の南 300ｍ、月照寺の北 150ｍの位置に当たり、段丘が平野部へ

と下っていく縁辺部に立地している。現地表面より約 40 ㎝下から奈良時代から平安時

代の時期の地層が確認された。そこからは、直径 30 ㎝、深さ 60 ㎝の掘立柱建物の柱跡

が約 80 基見つかった。また、土器や瓦を廃棄した土坑も見つかった。これらは、おお

むね正方位を向いている。土坑からは、播磨国府系瓦のうち、本町式とよばれる軒平瓦

が 2 点出土した。播磨国府系瓦とは播磨地域の官衙や駅家などから多く出土する瓦で、

播磨国司の管理下で生産し、配布されたと考えられている。かねてより、当地周辺は明

石駅家の比定地として有力視されていた場所であるが、見つかった多くの柱穴は官衙施

設に伴う建物ではなく、また、土師器甕など日常の器も出土していることから、駅家な

どではなく、通常の集落であったと考えられる。時期的には 8 世紀後半から 11 世紀ま

で及んでおり、周辺に駅家があり、その駅家を支える駅戸の集落であった可能性が高い

とみられる。 

この時期の遺構群の下部からは、7 世紀前半から中葉にかけての大型の掘立柱建物跡

も見つかった。柱穴は直径 70 ㎝、深さは 55 ㎝で、約 30 ㎝の柱痕が残るものもあった。

柱と柱の間隔は 2.5m で、3間×3間以上のものが見つかっています。 

また、住居に伴う竃や、須恵器杯身や高杯、碧玉製の紡錘車なども見つかるなど、当

地に有力氏族の住居があったことが明らかとなった。調査地近隣に古墳があったと推定

されており、古墳時代に当地を支配していた有力な豪族につながるものと見られる。 

この氏族は、太寺廃寺の創建にも深く関わり、その後、明石駅家の管理をも担った可

能性が高いと判断される。 

今回の発見により、7世紀後半に創建された太寺廃寺の創建以前の当地の姿の一端が

明らかになったとともに、8 世紀以降、明石駅家と関連すると考えられる集落が発見さ

れたことで、いまだその所在地が不明であった明石駅家の位置を推し測り、駅家周辺の

状況を解明していくうえでもきわめて重要な発見となった。 
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明石城武家屋敷跡大明石町第 43 地点掘調査概要 
１ 所在地   明石市大明石町 2 丁目 1323 番 4 
２ 開発事業名 駐車場造成工事 
３ 調査主体  明石市 
４ 調査担当者 稲原昭嘉、中原紀代美 
５ 調査の種別 発掘調査 
６ 調査期間  令和 3 年 4 月 26 日～7 月 29 日 
７ 調査⾯積  約 113 ㎡ 
８ 調査概要 

調査地点は、明石城の中堀に面した明石藩の重臣が居住する区画に位置する。江戸時

代の中期に越前松平家が入封して以来、その重臣であった織田家が居住している。現在

も織田家の末裔が住んでおり、長屋門と土塀は市の指定文化財となっている。調査地点

は長屋門の西に当たり、この度、駐車場を造成するに際し、排水溝を設置する工事が予

定されたため、事前に発掘調査を行う必要が生じた。 

調査はⅠ区とⅡ区と 2工区に分けて行った。 

Ⅰ区は、幅 1ｍで、長さ 22ｍの南北に長い調査区で、中央付近から径 2.3ｍの井戸跡

が見つかった。井戸側は残っていなかったが、桶と見られ、その中位に竹筒がつながれ

上水井戸として利用していたことが土層観察からうかがえた。 

井戸より 1ｍ南では南北 7ｍ、深さ 1ｍの池が確認された。池の北縁には石が並べら

れていた。 

Ⅱ区では、北側の塀から 3ｍ南の位置で、40～50 ㎝台の石が東西方向に、南に面を向

けて並んでいた。Ⅰ区においてもその延長上で石が確認されており、江戸時代の長屋の

南端に設けられた礎石であるとみなされた。この石列より北側は黄色い土が固く叩き締

められており、長屋の土間であったことが伺える。石列の一部には礎石が抜けていると

ころがあり、その南に約 80cm の長さの延石が東西に据えられていた。この延石の北側

の三和土面で胞衣壺が 6 個、延石の南側で 1個、見つかっている。玄関部に当たること

がわかる。石列の南側では三和土面より 40～50 ㎝低くなっており、そこに、40～60cm

の上面が平坦な石を �石、飛び石状に配していた。長屋の玄関部へとつながる石である。�

また、東端では竈跡や多量の瓦を埋めた廃棄土坑などが見つかっている。江戸時代初

期から幕末にかけての多くの陶磁器類が見つかっている。�

また、江戸時代の地層の下部からは南北間約 ���ｍ、東西間 ���ｍの一部に礎石をもつ

柱穴も見つかっており、内部からは中世の須恵器や土師器が見つかっている。江戸時代

に武家屋敷として整備される以前から当地には人が居住していたことを示す貴重な資

料となった。 
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